
【令和３年度】（第１８回）原子力規格委員会功労賞 受賞者の方々 

（50 音順 敬称略） 

No 氏 名 所 属 選 考 理 由 

１ 
いむら なおたか 

井村 尚貴 

東京電力 

ホールディングス 

株式会社 

2017 年に津波検討会委員に就任して以降、耐震設計部門のう
ち、耐津波設計に関する規格の改定作業に積極的に関与し、発
電プラントの新規制基準適合性審査等の経験を踏まえ、津波検
討会での議論を主導するなど、検討会の活動に幅広く尽力・貢
献された。 
JEAC4629「原子力発電所耐津波設計技術規程」の改定作業に

おいても、規格制定時の考え方の理解や適合性審査の経験をも
とに、中心的な役割を果たされた。 

２ 
さかもと ゆうじ 

坂元 祐二 
一般社団法人 

原子力安全推進協会 

2011 年より運転管理検討会主査として、JEAG4802「原子力発
電所運転員の教育・訓練指針」、JEAC4804「原子力発電所運転責
任者の判定に係わる規程」及び JEAC4805「原子力発電所運転責
任者の判定に係るシミュレータ規程」の改定に多大な貢献をさ
れた。 
緊急事態宣言下の原子力発電所運転責任者試験の弾力的運

用や、オンライン試験の実現及び規格の改定は、業務運営上の
レジリエンス向上の観点で大きく寄与された。 

３ 
なかむら たかし 

中村 尚司 
東北大学 名誉教授 

2010 年から 10 年以上の長きにわたり放射線管理分科会の分
科会長を務められ、JIS/ISO/IEC 等の放射線関係の規格に関わ
る国内外の委員会活動において培われた 幅広い知識と豊富な
経験と人脈を活かし、国際的な視野も入れながら分科会での審
議を主導し、規格の制改定に尽力・貢献された。 

４ 
ふくだ りょう 

福田 龍 
三菱重工業 

株式会社 

原子燃料管理検討会に設立当初の 2012 年から参画し、ＰＷ
Ｒプラント全体の安全評価分野のスペシャリストとして、その
知識と経験を基に数多くの規格策定作業で中心的な役割を担
い、規格の品質向上に努められた。 
規格に携わる若手の育成にも非常に気に掛け、委員会活動を

より活性化し、次世代に繋ぐための環境づくりに多大な尽力を
された。 

５ 
ふじい ゆたか 

藤井 裕 

日本原子力発電 

株式会社 

JEAG4610「個人線量モニタリング指針」の改定にあたり、個
人線量モニタリング指針検討会の主査として取りまとめ役を
務められた。 
検討会の進行を強力かつ円滑に進めるリーダーシップを発

揮し、上程審議における改定案の説明を適切に行うことによ
り、改定目的である改正法施行から約半年のうちに改定指針を
発刊させることができた。 

６ 
みずしま えいいち 

水嶋 栄一 
元東北電力株式会社 

2015 年から品質保証検討会委員を務められ、JEAC4111「原子
力安全のためのマネジメントシステム規程」等の改定及び普及
促進に携わってこられた。 
JEAC4111 等の改定においては、品質保証部門の経験を活か

し、海外の最新知見も考慮しながら取り纏めに尽力され、規格
の普及促進においては、講習会テキストの作成・レビューに尽
力されるとともに、講師を務められ 良好な成果を収められた。 

７ 
みやの ひろし 

宮野 廣 
元法政大学大学院 

客員教授 

2000 年に発足した原子力規格委員会の設立にご尽力され、発
足当初より 20 年以上の長きにわたり委員会委員を務められ、
メーカー、大学、学会において培われた知識と経験から規格の
制改定に尽力・貢献された。 
原子力規格委員会のみならず、これまでの原子力分野の規格

全般に対する長年のご指導により、多大な貢献をされた。 

 


